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Ａ．研究目的 

海外における CKD治療薬の使用の有無などについて

情報を収集し、今後の研究の方向性を検討すること

を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

KDIGOで推奨されている CKD、糖尿病合併 CKD治療薬

である RA系阻害薬、SGLT2阻害薬、ミネラロコルチ

コイド受容体拮抗薬(MRA)、GLP1 受容体作動薬の使

用状況を各国（特にアジア・オセアニア）にアンケ

ートを行い、これら薬剤の使用可否に国際間で差が

あるか否かついて検討を行なった。前回のアンケー

トをもとにさらなる解析を追加した。また、国際腎

臓学会が行っている調査・解析の内容を入手し、CKD

及び CKD診療体制の国際比較、ESKD・腎代替療法（KRT）

の実態の国際比較などを行った。 
 
Ｃ．研究結果 

我が国においては4薬剤使用に障壁はないものの、フ

ィリピンやインドネシアではRA系阻害薬以外の使用

に関しては、保険の問題もあり使用が困難な状況で

あった。ベトナムではSGLT2阻害薬は使用可能である

ものの、MRAやGLP-1受容体拮抗薬の投与にはハード

ルがあった。KDIGOが推奨している治療薬の使用内容

と現実的なCKD治療内容には、各国でかなり隔たりが

あることが明らかとなった。今後はその内容の分析

を進める。 

国際腎臓学会の Global Kidney Health Atlas 

(GKHA) に基づく解析では、世界的にみると CKD の

有病率は 9.5% であったが、日本は台湾とともに有

病率が高かった。ほとんどの国では血液透析が主要

な腎代替療法となっていたが、腎不全の患者の半数

以上に腎代替療法が可能な国は 74%であった。また、

保存的腎臓療法 CKM はヨーロッパでは 95%、北米と

カリブ諸国では 83%の国で一般的に行われているの

に対し、北東アジアでは半数でしか行われていなか

った。 

 

Ｄ．考察 
日本とアジア・オセアニアとの診療実態の差が明ら

かであることが判明した。この障壁がどのように

CKD 患者の予後に関与するかについては今後の分析

が待たれる。これらの障壁は政府による保険償還が

なされていないことや薬剤のコスト高にある。日本

腎臓学会としても更に「腎疾患対策検討会報告書～

腎疾患対策の更なる推進を目指して～」に基づいて

研究を推進し、国際社会と協働して CKDの諸問題に

対処していく必要がある。 

 

Ｅ．結論 

日本腎臓学会として国際社会にしっかりとコミット

できるよう、国別の違いや問題点をさらに研究し分

析していく必要がある。 
 

研究要旨：海外のCKD診療体制の調査を経時的に行い、国際比較・国際動向を把握し日本との違いを検
討することにより、今後の我が国における CKD診療・研究の方向性を検討し、国際社会に貢献する。 
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